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 遠藤 弘良 聖路加国際大学名誉教授 

 公衆衛生学、国際保健 

 （研究論文） 

S.Miyano,G.Syakantu, K.Komada, H.Endo, T.Sugishita, Cost-

effectiveness analysis of the national decentralization policy 

of antiretroviral treatment programme in Zambia, Cost 

Effectiveness and Resource Allocation, 2017, 15:4, 

 （報告書） 

F.Harvey,H.Endo et al., A report by the Independent Oversight 

and Advisory Committee for the WHO Health Emergency Programme, 

2019 

 （報告書） 

F.Harvey,H.Endo et al., A report by the Independent Oversight 

and Advisory Committee for the WHO Health Emergency Programme, 

2020 

      

 

 賀来満夫 聖マリアンナ医科大学感染症学講座・特任教授 

 感染症学・感染制御学 

 〈研究論文例〉 

Evaluation of Antibiotic Prescriptions Based on the AWaRe 

Classification for Outpatients with COVID-19 in Japanese 

Hospitals: A Retrospective Claims Database Study.  

Suzuki J, Endo S, Mizuno T, Takahashi S, Imai H, Yoshida M, 

Kaku M International journal of antimicrobial agents. 2024 

64(2):107261. 

 〈著作例〉 

「緑膿菌・非発酵グラム陰性桿菌感染症」賀来満夫. 内科学書 改定

第 8 版（小川聡総編集，後藤元，三森経世，大田健，三島理晃部門編

集）中山書店，P55-56，2013. 

 



 〈学術的発表例〉 

COVID-19 総括～4年間の軌跡と感染対策の今後の課題～  

特別講演 第 39 回日本環境感染学会総会・学術集会 2024 年 7 月 26

日 

 

 宮嵜 雅則 国立保健医療科学院 名誉院長 

 公衆衛生行政 

  

＜職歴＞ 

2013～14 年 厚生労働省大臣官房厚生科学課長として、科学技術行政

や健康危機管理に従事 

2016～17 年 大臣官房審議官として、危機管理、科学技術・イノベー

ション等を担当 

2018～19 年 生活衛生・食品安全審議官として、検疫行政や食品衛生

対策に従事 

2019～20 年 健康局長として、新型コロナウイルス等の感染症対策、

がん・循環器等の非感染性疾患対策に従事 

2020～21 年 国立保健医療科学院長として、保健、医療、福祉及び生

活環境に関する職員等の人材育成や、それらに関連する調査及び研究

に従事 

2021年 10 月から現職。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 中西 好子 公益財団法人結核予防会 総合健診推進センター

副所長 

 公衆衛生行政 感染症対策 結核対策 

 （業績・実績その１） 

中西好子、宮村達男、田中智之、甲斐明美、保坂三継、新開敬之、長

島真美、神谷信行、増田和貴、灘岡陽子；地方衛生研究所における検

査能力の検証と今後のあり方検討分担報告書「東京都健康安全研究セ

ンターの新型インフルエンザ初期対応」厚生労働科学研究費補助金（厚

生労働省科学研究特別研究事業）「新型インフルエンザ（インフルエン

ザ A/H1N1sw1）発生への検査、調査についての準備及び初期対応の総

括と、病原体検査や感染者調査に関する今後の国と地方との連携強化

及び対応能力に関する緊急研究」平成 21年度総括・分担研究報告書 

 （業績・実績その２） 

中西好子他 特別区保健所新型インフルエンザ対策 特別区保健所新

型インフルエンザ対策検討会 発行；特別区保健所長会平成 21 年 3

月） 

 （業績・実績その 6） 

中西好子 小児結核－日本と世界のつながり    

 小児科 Vol.60No.11 1531－1539 金原出版 2019 

      

 


